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� 独立行政法人理化学研究所 神戸研究所
〒650`0047 兵庫県神戸市中央区港島南町
２`２`３
・研究推進部経理課
電話078`306`3015 Fax078`306`3122

� 独立行政法人理化学研究所 仙台支所
〒980`0845 宮城県仙台市青葉区荒巻字青
葉519`1399

・仙台研究推進室
電話022`228`2111 Fax022`228`2122

‚ 独立行政法人理化学研究所 名古屋支所
〒463`0003 愛知県名古屋市守山区大字下
志段味字穴ヶ洞2271`130

・名古屋研究推進室
電話052`736`5850 Fax052`736`5854

資料提供招請に関する公表

次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
平成 21年 12月 10日
国立国際医療センター戸山病院運営局次長

福田 隆
◎調達機関番号 017 ◎所在地番号 13

〇第 34号（c34）
１ 調達内容
\ 品目分類番号 22、31

] 導入計画物品及び数量
{ 高精度ビーム強度変調放射線治療システ
ム 一式

| ＰＥＴサイクロトロン＆ＲＩ合成システ
ム 一式

^ 調達方法 購入等
_ 導入予定時期 平成22年度第３・四半期

２ 資料及びコメントの提供方法
上記１]の物品に関する一般的な参考資料及
び同`の要求要件等に関するコメント並びに提
供可能なライブラリーに関する資料等の提供を
招請する。
\ 資料等の提供期限 平成22年１月29日17時
15分（郵送の場合は必着のこと。）

] 提出先 〒162`8655 東京都新宿区戸山
１`21`１ 国立国際医療センター戸山病院
会計第一課長 佐藤 星斗 電話03`3202`

7181 内線2050

３ 説明書の交付
本公表に基づき応募する供給者に対して導入
説明書を交付する。
\ 交付期間 平成21年12月18日から平成22年
１月29日まで。

] 交付場所 上記２]に同じ。
４ 説明会の開催 本公表に基づく導入説明会を
下記のとおり開催する。
\ 開催日時
{ 平成21年12月18日14時00分
| 平成21年12月18日14時30分

] 開催場所 院内会議室
５ その他
この導入計画の詳細は導入説明書による。な
お、本公表内容は予定であり、変更することが
あり得る。

６ Summary

\ Classification of the products to be pro-

cured : 22, 31

] Nature and quantity of the products to be

purchased :

{ Highly Accurate Intensity Modulated

Radiothrapy use 1 set.

| PET cyclotron & RI synthesis system

use 1 set.

^ Type of the procurement : Purchase

_ Basic requirements of the procurement :

{`１ This system shall have various

function such as IMRT.

{`２ This system shall allow IGRT

function such as MVCT.

{`３ All processes of Treatment plan-

ing, Quality Assurance, CT Guided Ran-

diation Therapy and Treatment Delivery

by Newly CT Equipment shall be possible

on this system.

{`４ This system shall allow Helical

pattern delivery, under guidance by Mul-

ti-Leaf Collimator.

|`１ Cyclotron system is negative ion

type with dual particle to produce po-

sitoron emitting nuclides, and has func-

tion of dual port simultaneously.

意見招請に関する公示

次のとおり調達物品の仕様書案の作成が完了し
たので、仕様書案に対する意見を招請します。
平成 21年 12月 10日
総務省大臣官房会計課企画官 福田 進吉

◎調達機関番号 012 ◎所在地番号 13

１ 調達内容
\ 品目分類番号 71、27

] 購入等特定役務及び数量 IPv6対応に向
けたテストベッドによる実証実験に係る請負
一式

２ 意見の提出方法
\ 意見の提出期限 平成22年１月４日午後５
時（郵送の場合は必着のこと。）

] 提出先 〒100`8926 東京都千代田区霞が
関二丁目１番２号 総務省大臣官房会計課契
約第二係 担当 森 康二 電話03`

5253`5132

３ 仕様書案の交付
\ 交付期間 平成21年12月10日から平成22年
１月４日まで

] 交付場所 上記２]に同じ
４ Summary

\ Classification of the services to be pro-

cured : 71, 27

] Nature and quantity of the services to be

required : Experiment in testbed for adapt-

ing to IP version 6 1 set

^ Time limit for the submission of com-

ments : 5 : 00 PM 4 January 2010

_ Contact point for the notice : Koji Mori,

Accounts Division, MinisterÐs Secretariat,

Ministry of Internal Affairs and Communi-

cations, 1`2 Kasumigaseki 2-chome,

Chiyoda-ku Tokyo 100`8926 Japan. TEL

03`5253`5132

|`２ The synthesizers shall be for syn-

thesis of F`18 labeled FDG and for syn-

thesis of C`11 labeled compound such as

methyliodide, methionine, acetate, chol-

ine and F`18 labeled compound FLT

etc. The synthesizers must be for easy op-

eration, high yield, short synthesis time

and low running cost.

|`３ The synthesizers must be installed

in hot cells to avoid the radiation expo-

sure for the operators.

|`４ Safety of radio-pharmaceuticals,

such as purity, etc. must be confirmed.

|`５ Necessary devices for measuring

radioactivity, quality check and inspec-

tion equipment and peripheral equipment

shall be insalled.

` Time-limit for the submission of the re-

quested material : 5 : 15 P.M January 29,

2010

a Contact point for the notice : Seito Sato,

Director, Accounting Division 1, Interna-

tional Medical Center of Japan Toyama

Hospital, 1`21`1 Toyama Shinjuku-ku,

Tokyo 162`8655 Japan. TEL 03`3202`

7181 ext. 2050

` 調達に必要とされる基本的な要求要件
{`１ 多岐にわたる強度変調照射機能を有
していること。

{`２ ＭＶＣＴ等による画像誘導放射線治
療（ＩＧＲＴ）が可能であること。

{`３ 治療計画、ＱＡ（検証）、最新のＣ
Ｔ装置による画像誘導放射線治療、照射の
プロセスを統合したシステムであること。

{`４ マルチコリメーターを利用したヘリ
カル照射が可能であること。

|`１ サイクロトロンは陽電子（ポジトロ
ン）放出核種を製造するために陰荷電粒子
を用いる負イオン型のサイクロトロンであ
り２ポート同時照射ができること。

|`２ 標識化合物自動合成装置は、Ｆ`18

標識ＦＤＧの合成、Ｃ`11標識ヨウ化メチ
ル・メチオニン酢酸・コリン、Ｆ`18標識
ＦＬＴ等の多目的な合成ができること。合
成装置は取扱が容易で、かつ高収率・短時
間に安定して合成ができ、低ランニングコ
ストであること。

|`３ 合成装置はホットセルに格納され、
作業者の被爆を防護できること。

|`４ 標識化合物の純度等の安全性を確認
できること。

|`５ 必要とする放射能測定器及び関連す
る品質管理機器や検査装置などの周辺機器
を備えること。
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